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収穫伐採に伴う貴重野生動植物への配慮方針指導 11月28日（月）

近年、自然環境保全に対する要望の高まりから、林業・林産活動に対しては、自

然環境の保全と森林施業等との調和を図ることが強く求められている。そのため、

森林施業や収穫伐採を行う際には、区域内に生息・生育する天然記念物等の貴重な

動植物に配慮する必要がある。

県では、平成25年10月に「やんばる型森林業の推進（施策方針）」を決定し、本

施策方針に基づき環境に配慮した森林施業の推進に取り組んでいる。

同施策方針に基づき、令和４年11月28日に沖縄北部森林組合の会議室において、

今年度、名護市内で同組合が実施する収穫伐採の現場で作業する作業班員に対して

「林業従事者のための貴重動植物ハンドブック」を用いて文化財保護法等で天然記

念物に指定されている動植物等への配慮方針と、発見した際の対応方法等の指導を

行った。

説明では、自然環境を保全しながら森林施業を行うことの必要性を冒頭で伝えた

後、ハンドブックの写真資料を参考にしつつ、貴重野生動植物の種類や、作業予定

地内での出現の有無等について確認を行った。また、参加者からの質問を交えなが

ら、発見時の対応方法については、ハンドブックの対応フロー図を共有した。

森林施業や収穫伐採を実施する作業班員は、その都度変わるため、今後も継続し

て指導を行う必要がある。

貴重動植物ハンドブック 指導の様子
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